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預金積金残高

1,897億円

当期純利益

5億9百万円

預金積金残高は個人の預け入れが増加したものの、事業法
人先のコロナ資金取り崩し等により、全体では前年度末に比べ
１４億円減少の１,８９７億円となりました。
また、個人向け国債や投資信託などの預り資産残高は７億円
となっております。

令和3年度

1,911億円

令和3年度

4億66百万円
令和4年度

5億9百万円

令和3年度

271億円

令和4年度

1,897億円

令和4年度

275億円

　  自己資本の額　

275億円

自己資本の額は前年度末と比べ4億円増加し275億円となりました。
自己資本比率は27.87%と充分な健全性を確保しております。
当金庫は地元金融機関として、お客様の安心と地域経済・地域社会の再生・活性化に向け、

更なる健全性の確保を図ってまいります。

経常利益は前年度末に比べ1億24百万円増加の
7億19百万円となりました。当期純利益は前年度末
に比べ43百万円増の5億9百万円を確保すること
ができました。将来に向け着実に財務基盤の強化を
図っております。

預金積金残高の
推移

当期純利益の
推移

令和3年度

27.08％
令和4年度

27．87％

　 自己資本比率

27．87%
自己資本比率の推移

自己資本額の推移

店舗数
13店

常勤役職員
102人

石巻信用金庫と地域社会
お客様からお預かりした預金積金は、地元事業者の成長に資する取り組みや、地域の皆さまが豊か
な生活を送るうえで必要な資金として、ご融資を行うことで活用しております。
当金庫は地元の金融機関として、地域経済・地域社会の活性化、地方創生に資する活動を通じ、新し
い地域づくりに貢献する活動を行っております。
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融資残高

822億円

融資残高は地元事業者の伴走支援に取り組むなど、地域
の幅広いお客様の資金ニーズに対応することにより、前年度
末に比べ21億円増加しました。
また、下図のとおり、多様な業種、個人のお客様に幅広くご
利用いただいております。

令和3年度

800億円
令和4年度

822億円

140億円
設備資金

401億円
運転資金

　197億円
個人

81億円
地公体

事業者
542億円

合　計
822億円

融資以外の運用について
信用金庫のセントラルバンクで

ある信金中央金庫への預け金や
有価証券などで運用を行っており
ます。有価証券は分散投資を基本
として、安全性を考慮した運用を
行っております。

預け金
454億円

有価証券
753億円

有価証券
753億円

社債
398億円

地方債
82億円

投資信託
67億円

国債
32億円

株式
0.14億円

外国証券
171億円

※個人のうち
　住宅ローン	 163億円
　消費者ローン	 27億円

融資残高の
推移

8％
その他

5％
サービス業

2％
飲食業

6％
運輸・郵便業

19％
建設業

14％
不動産業

事業者
542億円 16％

製造業

3％
医療・福祉

12％
卸・小売業

15％
金融業・保険業

出資金
9,597百万円

会員数
19,953名

ご利用先別の融資残高 事業者の業種別割合
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